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北竜町開拓記念式

　

５
月
17
日
、
開
拓
記
念
碑
前
で
北
竜
町
開
拓
記
念
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
詞
奏
上
後
、佐
野
町
長
を
始
め
各
団
体
長
が
玉
串
を
捧
げ
、

先
人
の
不
屈
の
開
拓
精
神
に
深
い
敬
意
と
感
謝
を
表
し
ま
し
た
。

　

開
拓
記
念
式
終
了
後
、
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
会
場
を
移
し
、
北
竜
町

表
彰
条
例
に
基
づ
く
功
労
者
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
野
町
長
か
ら
は
開
式
の
挨
拶
と

し
て
「
明
治
26
年
に
開
拓
の
鍬
が
振
り

下
ろ
さ
れ
て
か
ら
、
本
年
で
１
３
０
年

目
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
開
拓
記
念
日
に
あ
た
り
、

郷
土
北
竜
町
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た

多
く
の
先
人
の
皆
様
の
ご
労
苦
と
英

知
、
不
屈
の
開
拓
精
神
に
対
し
、
深
甚

な
る
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
表
彰
さ
せ
て
頂
き
ま

す
お
二
人
に
は
、
産
業
経
済
、
ス
ポ
ー

ツ
の
興
隆
に
永
年
に
わ
た
っ
て
献
身

的
に
ご
尽
力
を
賜
り
、
大
き
な
功
績

を
残
さ
れ
ま
し
た
。
永
年
の
ご
労
苦

に
対
し
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
北
竜
町
功
労
者
表
彰
が
行

わ
れ
、
産
業
経
済
功
労
者
と
し
て
川

村
功
氏
、
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
と
し
て

大
矢
江
利
子
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状

先人の労苦を偲ぶ
 

北
竜
町
功
労
者
表
彰
式

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
竜
町
ひ
ま
わ
り
バ
ン
ク
育

成
基
金
条
例
に
基
づ
き
、
恵
竜
営
農

組
合
の
廣
瀬
一
真
さ
ん
に
農
業
後
継

者
就
農
奨
励
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
佐
々
木
議
長
か
ら
功
労

者
２
名
の
方
の
功
績
に
対
し
て
賛
辞

と
感
謝
の
言
葉
を
頂
き
、
受
賞
者
を

代
表
し
て
川
村
功
氏
か
ら
「
開
町
１

３
０
年
と
い
う
記
念
の
年
に
、
素
晴

ら
し
い
賞
を
頂
い
た
こ
と
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
農
業
に
携
わ

り
40
年
が
過
ぎ
、
そ
の
間
に
農
協
役

員
を
12
年
間
、
ま
た
北
竜
ひ
ま
わ
り

ラ
イ
ス
生
産
組
合
長
を
務
め
て
い
た

平
成
29
年
に
は
、
北
竜
農
業
の
大
き

な
一
助
と
な
っ
た
日
本
農
業
賞
大
賞

の
受
賞
の
一
端
に
も
関
わ
る
こ
と
が

で
き
、
運
の
い
い
農
業
人
生
を
送
っ

て
こ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
名
誉

あ
る
賞
を
糧
に
、
家
族
と
一
緒
に
健

康
に
農
業
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
ま
す
。」
と
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
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功
労
者
の
功
績

川村　功 氏 大矢 江利子 氏

　

恵
竜
営
農
組
合

　
　
　
　
　
　

廣
瀬 

一
真 

さ
ん

農
業
後
継
者

　
　
　
就
農
奨
励
金
贈
呈
者

　

中
核
的
な
専
業
農
家
と
し
て
農
業
に
従
事
す
る
傍
ら
、
農
協

青
年
部
長
、
農
民
協
代
表
幹
事
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
19
年

４
月
か
ら
12
年
に
亘
り
き
た
そ
ら
ち
農
業
協
同
組
合
北
竜
地
区

理
事
と
し
て
、本
町
農
業
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

北
空
知
農
業
共
済
組
合
理
事
、
北
竜
町
農
業
委
員
を
務
め
ら
れ
、

農
業
者
の
経
営
安
定
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
氏
は
、
平
成
28
年
２
月
か
ら
令
和
２
年
３
月
ま
で
、

北
竜
町
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
生
産
組
合
組
合
長
と
し
て
本
町
の
特

産
「
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
」
の
普
及
に
努
め
ら
れ
、
こ
の
間
、
平

成
29
年
１
月
に
は
、
同
生
産
組
合
に
お
い
て
第
46
回
日
本
農
業

賞
集
団
組
織
の
部
大
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

又
、
氏
は
昭
和
59
年
１
月
か
ら
24
年
３
ヶ
月
の
間
、
北
竜
消

防
団
員
と
し
て
地
域
の
防
火
・
防
災
活
動
に
も
携
わ
ら
れ
ま
し
た
。

産
業
経
済
功
労
者
　 

川
村 

功  

氏

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
　 

大
矢 

江
利
子
　
氏

　

平
成
７
年
４
月
よ
り
19
年
に
亘
り
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
務

め
ら
れ
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
平
成
26
年
３
月
ま
で
は
副
委
員

長
と
し
て
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
献

身
的
な
努
力
を
重
ね
、
北
竜
町
の
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
推
進
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
氏
は
、
永
き
に
亘
り
和
同
好
会
の
選
手
並
び
に
監
督

と
し
て
活
躍
さ
れ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
指
導
に
力
を
注
ぎ
、
チ

ー
ム
メ
イ
ト
は
も
と
よ
り
、
町
民
か
ら
も
厚
い
信
頼
を
集
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

又
、
氏
は
平
成
20
年
１
月
よ
り
10
年
の
間
、
北
竜
町
交
通
安

全
協
会
副
会
長
と
し
て
交
通
安
全
活
動
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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　４月１８日、北竜町三谷出身の杉尾 昇 氏（８６歳）

から、北竜温泉にブロンズ製「夫人像」（元東京芸術大

学教授 新田実氏 作 ／ 昭和３２年）が寄贈されました。

　杉尾氏は北竜高校卒業後に旭川市役所に務められた

のち、父・正男さんが旭川で経営されていた銭湯を引

き継ぎ、新たに建て替えた銭湯「旭鉱泉湯 八条プレ

ジャー」を長年経営してこられました。

　今回寄贈されたブロンズ像は、杉尾氏が旭川市役所

にて当時の市長 五十嵐 広三 氏（後に衆議院議員等

歴任）の秘書係長を務められていた縁から、市役所退

職の際に五十嵐氏から餞別として贈られたもので、「八

条プレジャー」のシンボルとして長年ロビーに展示さ

れ、入浴客から親しまれていたものです。

　令和２年８月には父親の代から６５年続いた銭湯の

歴史に幕を下ろされることとなりましたが、また多く

の人にブロンズ像を見てもらえればとの思いから、こ

の度故郷北竜町の北竜温泉に寄贈されたものです。頂

いたブロンズ像は現在、北竜温泉のロビーに設置され、

かつてのように再び多くの人々の目を愉しませています。

　４月２５日、深川警察署の協力のもと真竜小学校に

おいて不審者対応訓練が実施されました。

　訓練は刃物を持った不審者に扮した警察官が小学校

内に侵入したという想定で行われ、１１０番通報によ

る警察官の到着までの間、“さすまた”を使用した教

職員による侵入者の封じ込め対策を実践。

　その後体育館では、全校児童を前に校外で不審者に

遭遇した際の対処方法について深川警察署沼田警察庁

舎の山本警務係長から説明が行われ、併せて、下校中

の児童が不審者に声をかけられた場面を想定した模擬

訓練も実施されました。

北竜温泉に北竜町出身の杉尾 昇 氏からブロンズ像の寄贈

真竜小学校で不審者対応訓練を実施



5 令和４年６月号

【第３６回ひまわりまつり】

■期間　７月２３日(土)～８月２１日(日)

　令和４年度北竜町ひまわり観光協会総会が

４月２８日に開催され、次のとおり事業計画

を決定しました。

【令和４年度予算内容】

今年度の北竜町ひまわり観光協会の
　　　　　　　事業計画が決まりました

歳 　 　 入

会 　 費 ２，７６３，０００

補 助 金 ４，７００，０００

繰 越 金 １，３１０，９５６

雑 収 入 ２，３５１，０４４

合 　 計 １１，１２５，０００

歳 　 　 出

ひまわりの里造成費 ３，６５０，０００

イベント事業費 ５，６４５，０００

広 告 費 宣 伝 ６００，０００

事 務 費 １，２３０，０００

合 　 計 １１，１２５，０００

（円） （円）

ひまわり観光協会では会員を募集しています！

　北竜町ひまわり観光協会では、観光事業を通して農業や商業の活性化を目指しています。

観光協会では事業に賛同していただける賛助会員（会費は２,０００円）を募集しており

ますので、ご協力いただける方は観光協会事務局（役場産業課）へご連絡ください。

　5 月１４日に農畜産物直売所みのりっち北竜が今年度の営業を開始しました。オープンに際し、

北竜太鼓の皆様に演奏していただき、沢山の方にご来店いただきました。

　また、今年度の営業については下記のとおりになっておりますのでお知らせいたします。

■５月１４日～６月１７日　

　営業時間　９：００～１６：００( 水曜日定休 )

■６月１８日～８月３１日　

　営業時間　９：００～１７：００

■９月１日～１０月１６日　

　営業時間　９：００～１６：００( 水曜日定休 )

　期間中皆様のご来場をお待ちしております。

オープンしました!
５月１４日（土）
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議会広報委員会Ｎｏ．３７２

　

３
月
８
日
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
定

例
会
で
は
、
４
名
の
議
員
か
ら
４
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

小
坂
議
員

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
、
行
政
事
務
も

一
層
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
急
務
と
さ

れ
て
い
る
。
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、

そ
の
多
く
を
、
企
業
よ
り
調
達
し

運
用
さ
れ
て
い
る
。
今
現
在
、
今

後
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
事
は
、
ベ

ン
ダ
ー
ロ
ッ
ク
イ
ン
で
あ
る
。

　

ベ
ン
ダ
ー
ロ
ッ
ク
イ
ン
と
は
、

情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
中
核
部
分

に
特
定
の
企
業
の
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
組
み
込
ん
だ
構
成
に
す

る
こ
と
で
、
他
社
製
品
へ
の
切
り

替
え
が
困
難
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　

特
定
の
企
業
へ
の
依
存
は
自
由

競
争
が
失
わ
れ
価
格
の
高
止
ま
り

や
品
質
の
低
下
を
招
き
か
ね
な

い
。
ベ
ン
ダ
ー
ロ
ッ
ク
イ
ン
は
主

に
受
注
者
側
の
問
題
と
言
わ
れ
る

中
村
議
員

　

様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
次
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
平
成
29
年
度
以
降
空
き
家
等
対

策
協
議
会
は
開
催
さ
れ
て
い
な
い

の
か
。
ま
た
、
空
き
家
で
使
用
で

き
る
も
の
、
で
き
な
い
も
の
、
所

有
者
の
意
向
に
つ
い
て
ど
の
程
度

把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

②
お
試
し
暮
ら
し
住
宅
は
、
こ
れ

ま
で
希
望
者
・
体
験
者
は
何
件
か
。

③
町
並
み
整
備
建
築
事
業
に
お
い

が
、
発
注
者
側
に
も
情
報
収
集
、

ス
キ
ル
、
認
識
な
ど
、
責
任
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。
ベ
ン
ダ
ー
ロ

ッ
ク
イ
ン
に
つ
い
て
理
事
者
の
見

解
を
伺
う
。

佐
野
町
長

　

北
竜
町
で
は
、
１
月
の
臨
時
会

に
お
い
て
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
」
の
策
定
等
を
審
議
い
た
だ
い

た
。
ベ
ン
ダ
ー
ロ
ッ
ク
イ
ン
と
思

わ
れ
る
業
者
は
、
本
町
に
５
社
あ

り
、27
件
の
契
約
を
結
ん
で
い
る
。

当
初
契
約
し
た
ベ
ン
ダ
ー
に
は
、

北
竜
町
の
基
礎
デ
ー
タ
が
、
そ
の

ベ
ン
ダ
ー
が
構
築
し
た
シ
ス
テ
ム

上
に
蓄
積
さ
れ
、
簡
単
に
デ
ー
タ

を
移
行
で
き
ず
、
ベ
ン
ダ
ー
を
変

更
す
る
場
合
に
は
、
多
額
の
費
用

を
支
払
う
か
、
最
初
か
ら
基
礎
デ

て
、
国
道
２
７
５
号
線
・
国
道
２

３
３
号
線
・
道
道
94
号
線
沿
い
で

対
象
地
域
は
ど
の
範
囲
か
。

④
中
古
住
宅
を
取
り
壊
し
た
場
合

の
奨
励
金
等
あ
る
の
か
。
ま
た
空

き
家
の
取
り
壊
し
に
つ
い
て
、
景

観
等
の
観
点
か
ら
今
後
の
対
策
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

⑤
出
産
祝
い
金
・
入
学
祝
い
金
の

基
準
設
定
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

①
空
き
家
等
対
策
協
議
会
の
目
的

ー
タ
を
入
力
す
る
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
為
、
専
門
的
知
識
に

疎
く
、
お
ざ
な
り
に
な
り
、
前
例

踏
襲
と
な
り
、
他
社
と
の
比
較
競

争
も
で
き
な
い
事
か
ら
ベ
ン
ダ
ー

か
ら
の
提
示
に
従
っ
て
い
る
こ
と

が
危
惧
さ
れ
る
。

　

国
で
は
、
各
自
治
体
の
バ
ラ
バ

ラ
な
情
報
シ
ス
テ
ム
（
主
に
17
業

務
シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い
て
、
国
が

策
定
す
る
標
準
仕
様
に
準
拠
し
た

シ
ス
テ
ム
と
し
て
令
和
８
年
３
月

ま
で
に
移
行
す
る
と
し
て
い
る
。

各
自
治
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
運
用

経
費
等
を
３
割
以
上
削
減
す
る
目

標
を
立
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
住
民
の
利
便
性

の
向
上
や
行
政
の
効
率
化
を
図

り
、
国
が
進
め
る
デ
ジ
タ
ル
社
会

の
構
築
に
向
け
た
施
策
も
合
わ
せ

て
取
り
組
み
た
い
。

小
坂
議
員

行
政
シ
ス
テ
ム
等
で
の
ベ
ン
ダ
ー

ロ
ッ
ク
イ
ン
回
避
に
つ
い
て

中
村
議
員

移
住
・
定
住
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
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藤
井
議
員

　

令
和
４
年
か
ら
５
年
間
、
一
度

も
水
張
り
が
行
わ
れ
な
い
水
田
を

交
付
対
象
か
ら
除
外
す
る
と
の
事

だ
が
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ

る
。
現
時
点
で
の
対
象
面
積
と
今

後
５
年
間
で
の
復
元
希
望
面
積
、

畦
畔
な
ど
の
一
部
補
修
、
整
地
な

す
る
場
合
（
加
え
て
、
町
民
ま
た
は

北
竜
町
に
定
住
す
る
場
合
）
助
成

金
交
付
に
該
当
す
る
。
空
き
家
の

取
り
壊
し
に
つ
い
て
は
、
所
有
者

の
責
任
と
し
て
管
理
し
て
も
ら
う
。

⑤
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
は
、

出
産
祝
金
に
つ
い
て
は
「
父
及
び

母
が
１
年
以
上
在
住
し
、
か
つ
出

産
児
を
６
ヶ
月
以
上
養
育
し
て
い

る
者
」
と
定
め
て
い
る
。
今
後
も

本
町
に
定
住
し
て
い
た
だ
く
方
に

支
給
を
行
う
。

　

入
学
祝
金
は
、
真
竜
小
学
校
入

学
予
定
者
に
５
万
円
を
支
給
し
て

い
る
。
要
件
は
入
学
日
に
本
町
に

住
所
を
有
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
事
。
資
格
の
失
効
と
し
て
は
入

学
日
前
の
転
出
。
返
還
の
条
件
と

し
て
は
虚
偽
な
ど
不
正
な
手
段
に

よ
り
交
付
を
受
け
た
場
合
と
し
て

い
る
。

中
村
議
員

　

空
き
家
に
つ
い
て
、
２
戸
紹
介

さ
れ
て
い
る
が
状
況
は
ど
う
か
。

市
街
地
の
空
き
家
は
適
宜
、
移
譲

さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
農
家
地

区
は
難
し
い
。
所
有
者
に
よ
っ
て

は
壊
し
た
く
て
も
経
済
的
に
難
し

い
場
合
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

近
隣
町
で
は
取
り
壊
し
に
助
成
金

を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

高
橋
副
町
長

　

空
き
家
１
戸
に
つ
い
て
は
数
件

の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。
市
街
地

は
そ
れ
な
り
に
動
い
て
い
る
が
、

農
家
地
区
は
農
地
と
隣
接
し
て
い

る
為
町
の
介
入
が
難
し
い
。
町
内

の
空
き
家
の
半
数
近
く
は
「
譲
り

た
い
」
と
い
う
意
向
を
確
認
し
て

い
る
。
取
り
壊
し
助
成
に
つ
い
て

は
本
町
で
は
個
人
管
理
を
お
願
い

し
て
い
る
。

中
村
議
員

　

本
町
の
景
観
維
持
の
観
点
か
ら

何
ら
か
の
助
成
を
考
慮
し
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
移
住
定
住
に
つ
い
て
北
竜
町

の
紹
介
が
あ
る
が
、
良
さ
を
前
面

に
出
す
内
容
を
考
慮
し
て
ほ
し
い
。

高
橋
副
町
長

　

指
摘
を
い
た
だ
い
た
部
分
に
つ

い
て
は
、
他
町
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
文
言
写
真
等
検
討
し
た
い
。

中
村
議
員

　

碧
水
地
区
の
２
３
３
号
線
沿
い

は
、
ほ
と
ん
ど
家
が
な
い
所
が
あ

り
対
象
地
域
で
は
な
い
の
で
は
。

２
７
５
号
線
の
空
き
地
は
、
住
宅

が
建
つ
と
町
並
み
が
良
く
な
る
の

で
は
な
い
か
。
冬
期
間
雪
捨
て
場

に
な
っ
て
い
る
が
、
所
有
者
の
意

向
も
汲
ん
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
紹

介
し
て
み
て
は
ど
う
か
。
子
育
て

支
援
に
つ
い
て
、
入
学
祝
い
金
に

比
べ
て
出
産
祝
い
金
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

細
川
住
民
課
長

　

返
済
の
な
い
よ
う
、
継
続
し
住

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
確
認
し
て

か
ら
支
給
し
て
い
る
。

佐
野
町
長

　

出
産
祝
い
金
は
長
期
定
住
を
原

則
と
し
て
い
る
。
３
～
５
年
の
短

期
異
動
者
等
は
対
象
と
な
ら
な
い
。

中
村
議
員

　

短
期
異
動
者
は
保
育
園
児
、
小

学
生
の
子
ど
も
が
い
る
年
代
が
多

く
、
何
ら
か
の
対
応
が
必
要
で
は

な
い
か
。
町
外
か
ら
の
移
住
者
の

転
入
に
対
し
て
の
助
成
に
つ
い
て

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。　
　

南
波
総
務
課
長

　

町
内
勤
務
者
が
、
町
内
に
引
っ

越
し
て
く
る
場
合
に
お
い
て
子
供

が
い
れ
ば
引
っ
越
し
費
用
を
商
品

券
で
助
成
し
て
い
る
。

中
村
議
員

　

子
ど
も
は
大
切
で
あ
る
。
子
供

に
や
さ
し
い
町
と
し
て
対
策
を
講

じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

は
、
危
険
な
特
定
空
き
家
を
認
定

す
る
こ
と
。
空
き
家
は
43
件
、
特

定
空
き
家
は
１
件
で
あ
る
。
特
定

空
き
家
は
、
所
有
者
へ
適
正
な
管

理
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
空
き
家

は
ほ
ぼ
固
定
化
さ
れ
て
お
り
、
有

効
活
用
さ
れ
る
か
取
り
壊
さ
れ
て

い
る
。
協
議
会
は
４
年
間
開
催
さ

れ
て
い
な
い
の
で
開
催
に
向
け
て

検
討
し
た
い
。

②
お
試
し
暮
ら
し
住
宅
は
、
平
成

30
年
に
適
当
な
空
き
家
が
あ
り
、

１
人
が
体
験
さ
れ
現
在
は
公
営
住

宅
に
入
居
さ
れ
て
い
る
。
今
後
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
に
整
備

し
た
、
定
住
促
進
住
宅
の
有
効
活

用
を
図
る
と
と
も
に
、
市
街
地
を

中
心
に
適
当
な
空
き
家
が
あ
れ
ば

お
試
し
暮
ら
し
住
宅
と
し
て
活
用

し
て
い
き
た
い
。

③
町
並
み
整
備
建
築
事
業
の
対
象

地
域
は
、
国
道
２
７
５
号
線
は
、

永
楽
園
入
口
か
ら
町
道
西
川
岩
村

線
ま
で
と
消
防
第
２
分
団
詰
所
か

ら
加
藤
宅
ま
で
、
国
道
２
３
３
号

線
は
町
道
碧
水
古
作
線
か
ら
碧
水

駐
在
所
ま
で
、
道
道
94
号
線
は
町

道
和
中
通
線
か
ら
竜
西
農
場
事
務

所
ま
で
。
概
ね
住
宅
が
両
側
に
並

ん
で
い
る
範
囲
と
し
て
い
る
。

④
中
古
住
宅
を
取
り
壊
し
て
新
築

ど
の
水
田
復
元
に
向
け
た
助
成
も

含
め
理
事
者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

今
回
の
制
度
見
直
し
は
、
昭
和

45
年
以
降
、
国
の
政
策
に
従
い
生

産
調
整
を
行
い
、
農
地
集
積
を
進

め
て
き
た
本
町
の
農
業
者
に
と
っ

て
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で

あ
る
。
従
前
よ
り
交
付
金
対
象
水

藤
井
議
員

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交

付
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
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尾
﨑
議
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
発
症
に

よ
り
世
界
規
模
で
生
活
様
式
は
変

化
し
た
。
人
の
流
れ
の
制
限
は
北

地
に
つ
い
て
は
、
畑
地
化
な
ど
の

十
分
な
協
議
の
上
、
地
域
特
性
に

応
じ
た
検
証
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

藤
井
議
員

　

長
年
作
付
け
制
限
が
あ
り
、
全

て
を
稲
作
と
で
き
な
い
現
況
で
土

地
条
件
が
悪
く
復
元
困
難
な
水
田

も
多
く
み
ら
れ
る
。
米
ど
こ
ろ
北

竜
と
し
て
少
し
で
も
多
く
の
水
稲

作
付
け
が
行
え
る
よ
う
、
復
元
費
用

等
の
補
填
を
含
め
、
町
と
し
て
の
農

業
者
へ
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

佐
野
町
長

　

現
在
、
制
度
の
変
更
内
容
に
不

明
な
点
が
多
く
、
今
後
町
村
会
や

農
業
団
体
が
一
体
と
な
り
道
・
国

に
要
請
活
動
を
行
っ
て
い
く
と
と

も
に
、
町
内
の
水
田
農
家
を
守
っ

て
い
く
為
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
。

速
、
年
金
減
少
・
保
険
料
増
額
か

ら
の
生
活
困
窮
、
農
業
政
策
の
転

換
に
関
わ
る
農
業
経
営
不
安
、
加

え
て
コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
等
、
理
事
者
の
思
い
を

伺
い
た
い
。

佐
野
町
長

　

近
年
、
世
界
中
で
蔓
延
し
た
感

染
症
に
加
え
国
際
的
な
情
勢
不
安

は
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。

　

ひ
ま
わ
り
観
光
の
振
興
は
、
本

町
ま
ち
づ
く
り
の
顔
と
も
言
え
る

も
の
で
あ
り
、
明
る
く
健
康
的
な

ひ
ま
わ
り
が
持
つ
イ
メ
ー
ジ
は
、

農
業
や
商
業
に
も
大
き
な
付
加
価

値
を
つ
け
る
。

　

次
年
度
は
本
町
の
総
合
計
画

（
令
和
元
年
～
令
和
10
年
度
）
の
後

期
計
画
策
定
に
向
け
た
準
備
に
取

り
か
か
る
。
前
年
度
計
画
の
検
証

や
今
後
５
ヵ
年
の
計
画
策
定
に
向

け
た
社
会
情
勢
分
析
が
行
わ
れ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
戦
況
は
収
ま

る
状
況
に
な
く
心
を
痛
め
て
い

る
。
同
じ
ひ
ま
わ
り
を
描
け
る
町

と
し
て
少
し
で
も
支
援
出
来
る
態

勢
を
整
え
て
い
き
た
い
。

尾
﨑
議
員

　

次
年
度
は
、
ひ
ま
わ
り
の
里
の

準
備
を
計
画
通
り
に
進
め
る
と
い

う
こ
と
で
良
い
の
か
。
町
民
が
こ

れ
か
ら
の
計
画
に
期
待
を
持
て
る

導
き
を
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
の

が
今
回
の
質
問
の
主
旨
。

　

素
晴
ら
し
い
提
案
を
建
築
会
社

の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
が
、
ど

ん
な
に
優
れ
た
提
案
で
も
１
０

０
％
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
は
限
ら

な
い
。
先
行
き
不
透
明
な
将
来
に

明
る
い
未
来
を
描
く
こ
と
は
難
し

い
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
負
の
遺

産
と
映
る
の
も
無
理
も
な
い
。
そ

こ
で
次
の
２
点
を
伺
い
た
い
。

①
こ
れ
ま
で
の
総
合
計
画
で
、
町

民
の
思
い
を
反
映
さ
せ
て
い
た
か
。

②
社
会
情
勢
分
析
で
、
計
画
策
定

内
容
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
か
。

今
後
丁
寧
な
説
明
と
町
民
が
意
見

を
言
う
場
は
設
け
ら
れ
る
か
。

佐
野
町
長

①
や
わ
ら
保
育
園
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
ひ
ま
わ
り
の
里
展
望

台
も
町
民
の
方
々
と
意
見
交
換
し

進
め
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
も
様
々

な
意
見
を
組
み
入
れ
、
進
め
る
。

②
物
価
高
騰
や
水
田
利
活
用
見
直

し
に
よ
る
影
響
も
大
き
く
、
先
行

き
不
透
明
な
状
況
。
総
合
的
に
注

意
し
進
め
た
い
。

尾
﨑
議
員

　

今
後
、
町
民
が
意
見
を
言
う
場

を
設
け
て
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

　

ひ
ま
わ
り
の
里
総
合
計
画
に
つ

い
て
は「
十
分
に
伝
わ
っ
て
な
い
」

「
話
し
合
っ
て
な
い
」
と
い
う
町

民
の
声
を
聞
く
。
難
し
い
判
断
だ

が
、
ぜ
ひ
町
長
の
説
得
力
の
あ
る

言
葉
を
い
た
だ
き
た
い
。

佐
野
町
長

　

町
民
へ
の
説
明
は
行
政
懇
談
会

や
説
明
会
で
伝
え
て
き
た
。
参
加

し
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
こ
と
も

数
多
く
あ
り
、
広
報
等
を
通
じ
て

見
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
届
か
な

い
部
分
は
議
員
の
皆
さ
ま
か
ら
質

問
し
て
知
ら
せ
て
も
ら
い
た
い
。

田
は
常
時
水
稲
耕
作
復
旧
が
可
能

な
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
耕
作
の

便
宜
上
、
一
時
的
な
畦
畔
除
去
は

あ
る
も
の
の
対
象
外
と
な
る
水
田

は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
、
２
６
３
２
ｈ
ａ

の
水
田
面
積
の
内
８
６
５
．
４
ｈ

ａ
（
３
２
．
８
％
）
が
交
付
対
象

で
あ
り
、
今
後
５
年
間
で
の
水
稲

作
付
け
意
向
調
査
で
は
４
５
２
．

２
ｈ
ａ
の
復
元
検
討
と
の
回
答
が

あ
っ
た
。
永
く
畑
作
物
を
耕
作
し

て
い
る
こ
と
を
懸
念
す
る
農
地
も

あ
る
と
思
う
が
、
関
係
機
関
と
と

も
に
収
益
拡
大
対
策
に
努
め
た
い
。

　

対
象
農
地
追
加
の
為
の
畦
畔
や

水
路
な
ど
の
整
備
補
助
に
つ
い
て

は
現
在
検
討
し
て
い
な
い
。
水
稲
以

外
の
作
付
け
が
固
定
し
て
い
る
農

竜
町
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、

コ
ロ
ナ
禍
前
に
作
成
さ
れ
た
総
合

計
画
と
は
違
っ
た
見
方
が
必
要
な

の
で
は
な
い
か
。
人
口
減
少
の
加

尾
﨑
議
員

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
目
指
す

北
竜
町
の
優
先
順
位
は

【
５
月
】

17
日
…
北
竜
町
開
拓
記
念
式
及
び

北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰

式18
日
…
空
知
町
村
議
会
議
長
会
三

役
会
議

19
～
20
日
…
北
海
道
町
村
議
会
議

長
会
理
事
会
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「
絶
対
に
起
き
て
は

　
　
　
　
　

 

な
ら
な
い
こ
と
」

　

近
年
、
大
き
な
事
件
、
事
故

な
ど
長
期
的
に
報
道
で
取
り
扱

わ
れ
て
い
る
。
知
床
の
観
光
船

の
沈
没
事
故
か
ら
一
週
間
以
上
、

マ
ス
コ
ミ
等
で
毎
日
報
道
さ
れ

て
い
る
。
重
大
で
非
常
に
悲
し
い
。

毎
日
の
記
事
で
皆
さ
ん
は
、
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の

か
。
観
光
船
の
沈
没
と
は
別
と

し
て
も
、
自
分
自
身
の
周
り
に

似
た
よ
う
な
事
は
な
い
か
。
個

人
単
独
で
の
考
え
で
行
動
し
て

い
な
い
か
。

　

本
町
で
起
き
た
事
も
翌
日
の

新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
他

人
事
で
は
な
い
。

　

心
か
ら
の
哀
悼
の
意
を
表
す

る
と
共
に
、
ご
冥
福
を
申
し
上

げ
ま
す
。　
　
　
　
　

（
松
永 

毅
）

25
日
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

27
日
…
北
空
知
議
長
連
絡
協
議
会

総
会

30
～
31
日
…
全
国
議
長
・
副
議
長

研
修
会

【
６
月
】

８
日
…
令
和
４
年
度
北
方
領
土
復

帰
期
成
同
盟
空
知
地
方
支
部
理
事

会
・
通
常
総
会

９
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会
、

議
会
報
告
会

10
日
…
町
内
行
政
視
察

14
日
…
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会

15
日
…
議
会
運
営
委
員
会
、
戦
没

者
慰
霊
祭

19
日
…
第
二
師
団
創
立
72
周
年
及

び
、
旭
川
駐
屯
地
開
設
70
周
年
記

念
行
事

21
～
22
日
…
令
和
４
年
第
２
回
北

竜
町
定
例
会

29
日
…
北
竜
消
防
演
習

下
旬
…
例
月
出
納
検
査
（
監
査
委

員
）

■ ２０歳から６０歳未満の方

■ 国民年金保険料を納めている方（農業者年金加入者を除く）

国民年金基金に加入できるのは、以下のいずれの条件も満たしている方です。

※６０歳以上６５歳未満の方や海外に居住の方で、

　国民年金に任意加入されている方も加入できます。

年金が増えて老後にゆとり！

税金がおトクで今にゆとり！

①掛金の全額が課税所得から控除され、所得税・住民税ともに減額されます。

　老後に受け取る年金は「公的年金等控除」の対象となります。

②加入したときの掛金や受け取る年金額は変わりませんので、

　自分に合わせた年金設計ができます。

③保証付に加入した方が保証期間内に亡くなられた場合、

　遺族の方に一時金が支給されます。

国 民 年 金 基 金

【こんなメリットがあります】

【問い合わせ先】　全国国民年金基金北海道支部　℡０１２０－６５－４１９２
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今
月
の
行
政
相
談

※新型コロナウイルスの影響により、
予定が変更される場合があります。

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、

　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

6/5
（日）

深川市立病院
(担当医・成田医院
 院長 成田 昭彦）

℡ 22-1101

なかむらファミリー歯科
℡ 0125-26-2282

6/12
（日）

深川市立病院
(担当医・深川内科クリニック   
 院長 山崎 充）

℡ 22-1101

ぬまくら歯科
℡ 22-5615

6/19
（日）

深川市立病院
℡ 22-1101

新十津川パンダ歯科
℡ 0125-76-3202

6/26
（日）

深川市立病院
(担当医・北竜町立診療所
 所長 浦本 幸彦）

℡ 22-1101

もじり歯科クリニック
℡ 0125-32-1181

休 日 当 番 医

北竜町地域子育て支援センター
℡ ３４ー８８０２

ちびっこひろば
○日時　６月８日（水）10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　お散歩「消防車見学」

○日時　６月29日（水）10:00～11:30

　場所　やわら保育園

　内容　やわら保育園自由開放

ピカピカキッズ
○日時　６月10日(金）10:00～11:30

　場所　北竜町役場すこやかセンター

　内容　救急講座「幼児の応急手当法」

（対象：１歳児～）

生
活
相
談
会
の
開
催
に

つ
い
て

　

空
知
総
合
振
興
局
か
ら
委
託
を

受
け
て
い
る
そ
ら
ち
生
活
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
生
活
相

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

お
仕
事
や
家
族
の
こ
と
、
日
常

生
活
に
お
け
る
悩
み
や
不
安
等
の

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
前

日
午
後
５
時
迄
に
要
電
話
予
約
）。

日
時　

６
月
30
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所
　
役
場
住
民
課
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー
集
団
検
診
指
導
室

申
し
込
み
先

そ
ら
ち
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

℡
０
１
２
０
・
２
７
９
・
２
３
４

℡
０
１
２
６
・
３
４
・
５
４
１
４

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
住
民
課
福
祉
係

　

℡
３
４
・
２
１
１
１

令
和
４
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定

月
の
１
日
現
在
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
男
女

受
付
期
間　

通
年

試
験
期
日

　

６
月
試
験
日
程

　

６
月
12
日
（
日
）・
13
日
（
月
）

　

の
い
ず
れ
か
１
日

試
験
会
場

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

南
地
区
隊

 

℡
０
１
６
６
・
５
５
・
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

 

℡
３
４
・
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

　

高
橋
敬
子
・
松
本
浩
章

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

今
月
の
定
例
相
談
日

　

６
月
21
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

長
谷
川 

秀
幸

　

℡
３
４
・
２
６
１
１
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風
光
る
金
石
文
や
鬼
彦
碑
　
　
　
　
　
　
　  

　
　
山
本
玲
子

鬼
彦
忌
巨
人
の
星
は
愛
唱
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
正
俊

三
回
忌
師
の
句
碑
な
ぞ
る
風
五
月
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

陽
炎
や
丁
字
路
み
ぎ
へ
縄
電
車
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
尾
広
子

米
作
り
数
あ
る
中
の
種
選
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
下
好
晴

夫
採
り
て
初
天
ぷ
ら
の
ふ
き
の
と
う
　
　
　  

　
　
中
島
雅
子

意
に
添
わ
ぬ
一
語
も
流
そ
春
の
川
　
　
　 

　
　 

　
宮
脇
美
和
子

ペ
ダ
ル
漕
ぐ
部
活
帰
り
の
五
月
か
な
　
　 
　
　 

　
佐
藤
美
智
子

北竜町の事件・事故の発生状況（４月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数

空き巣
倉庫
荒らし

脱衣場
荒らし

暴行 その他 合計

2022年 ０ ０ ０ ０ １ １

2021年 ０ ０ １ １ ０ ２

人 身 事 故 物 損 事 故

2022年 １ 2022年 10

2021年 ３ 2021年 54

　

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
５
，
５
０
０

日
を
目
前
と
し
た
４
月
28
日
に
死

亡
事
故
が
発
生
し
、
相
次
い
で
５

月
８
日
に
は
２
件
目
の
死
亡
事
故

が
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
当
事
者
は
北
竜
町
民

で
す
。
慣
れ
親
し
ん
だ
道
路
で
あ

っ
て
も
油
断
す
る
こ
と
な
く
、
緊

張
感
を
も
っ
て
安
全
運
転
す
る
よ

う
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　

事
件
・
事
故
の
無
い
安
全
安
心

な
町
づ
く
り
実
現
の
た
め
、
町
民

一
人
ひ
と
り
が
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

相
次
ぐ
碧
水
交
差
点
で
の

死
亡
事
故

まちの動き
５月１日現在（前月比）

世帯数　７９９世帯(＋３)
 人口 １, ７０９人(＋８)
　男　　　８１６人(＋２)
　女　　　８９３人(＋６)

（外国人含）

　令和５年２０歳を祝う会を以下の通り開催し

ますのでお知らせいたします。式典のご案内は下

記①～③の対象者へ１１月中旬頃に送付します。

① 北竜町に住民登録されている方

　 (平成１４年４月２日～１５年４月１日生まれの方)

② 北竜町出身で現在町外に居住されている方

　 (ご家族が北竜町に在住されている方)

③ 本人が中学校卒業時まで在籍していた方

※①～③に該当せず、以前本町に居住していた方で式典に

　出席を希望される方は、教育委員会へご連絡ください。

２０歳を祝う会（旧成人式）

開催のお知らせ
令和５年

【問い合わせ先】
教育委員会社会教育係 ℡０１６４－３４－２５５３

と　き：令和５年１月７日(土)
ところ：北竜町公民館　大ホール

※新型コロナウイルス感染症の影響によって、
　開催日が変更になる可能性がございます。

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

和
本
町　

中
井 

桂
子　

 

氏 

91
歳

　
　
　
　

 　
　
　

 　

（
４
月
20
日
）

和　

町　

藤
江 

莊
司　

 

氏 

71
歳

　
　
　
　

 　
　
　

 　

（
４
月
27
日
）

西　

川　

谷
口 

千
代
子 

氏 

94
歳

　
　
　
　

 　
　
　

 　

（
４
月
28
日
）

碧　

水　

土
田 

繁
男　

 

氏 

80
歳

　
　
　
　

 　
　
　

 　

（
４
月
28
日
）

生
前
の
お
礼
と
し
て

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

 

深
川
市  

中
井 

康
博   

様

　

 

和　

町  

藤
江 

芳
則   

様

　

 

岩　

村  

土
田 

リ
ヨ
子 

様

寄
付

　

永
楽
園
へ

　

 

旭
川
市　

池
川  

勝 　

 

様

■
お
誕
生
お
め
で
と
う

桜　

岡　

鷲
尾 

桃も

も

あ空　

ち
ゃ
ん

桜　

岡　

鷲
尾 

春は

る

あ空　

ち
ゃ
ん

　
　
　
　

 　

   　
　

（
４
月
19
日
）

 　
　

    

晃
太
さ
ん
・
美
里
さ
ん
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バランスのよい食事をするために～
暑い夏に向けて体調を整えましょう！

（担当：栄養士　杉山 恵理子）

【 第２０回 】

　６月は「水無月（みなづき）」といって、田植えが終わり田んぼに水を張る必要があることから「水

の月」という意味があるそうです（「無」という字は「の」という助詞の意味だとか…）。

田んぼに入った水に映る夜の月は大変美しいのですが、それまで暖かかった日が急に冷え込み、気

温差に体調を崩しやすくなったりします。田植え後の疲労を回復させて、これから暑くなる季節に

対処できる身体作りをしておきたいものですね。

　そこで、今月は疲労回復に効果的なビタミンＢ１を多く含む豚肉と、免疫力を高める働きを持ち

風邪予防に効果的なビタミンＣが多いキャベツを使った料理を紹介します。この季節においしいア

スパラも加えて彩りよく盛り付けましょう。

・キャベツ ：３枚（３００ｇ） 　～　水洗いして一口大に切る（手でちぎってもＯＫ！）
・豚バラ肉 ：１００ｇ　～　一口大に切る
・グリーンアスパラ ：２本（３０ｇ）　～　ななめ薄切り
・赤／黄パプリカ ：各２０ｇ（各１／４個程度）～　長さを半分にして縦に薄切り
・しめじ ：１５ｇ（２０本くらい）～　石づきを切ってほぐす

・しょうゆ／酢　：　各大さじ１. ５
・みりん　：　大さじ１
・レモン汁　：　小さじ１．５
  （市販のぽん酢大さじ４でもＯＫです！）
・長ネギ　：　５ｃｍ程度　～　みじん切り
・白ごま　：　小さじ２

Ａ｛

《材料：２人分》

①耐熱容器にキャベツを広げ、その上に豚肉を広げて重ならないように載せる。

　アスパラとパプリカ・しめじを彩りよくのせ、ラップをふんわりかけてレンジ６００Ｗで

　８分程度加熱する。（レンジによって違うので加減してください。）

　※たくさん作りたい時はフライパンにフタをして中火１０分程度で蒸してもいいでしょう。

② A を別の耐熱容器に入れふんわりとラップをしてレンジ６００Ｗで１分加熱し、①にかける。

《作り方》

キャベツとアスパラと豚肉のレンチン蒸し献立
おすすめ

● にこにこベビーズ

● 子育て相談（要予約）

● 男の料理教室

● 認知症物忘れ相談

● 住民健診

● 健康相談

 2日（木）10:00～11:30　すこやかセンター

 2日（木）13:15～15:15　すこやかセンター

 8日（水）10:30～12:30　公民館調理室

13日（月）10:00～12:00　碧水地域支え合いセンター

21日（火）　農村環境改善センター体育館

22日（水）　農村環境改善センター体育館

23日（木）　碧水いきがいセンター

24日（金）　美葉牛研修センター

27日（月）13:30～14:30　碧水地域支え合いセンター

※変更になる場合があ
りますので、防災無線
等でご確認ください。

６月の
保健・介護予防

行事
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　新型コロナウイルス感染症の影響により、世帯の主たる生計維持者が死亡または重篤な

傷病を負った場合や、世帯の主たる生計維持者の収入が１０分の３以上減少した被保険者

の方は、「保険料減免制度」を受けられる場合がありますので、お住まいの市区町村の後

期高齢者医療担当窓口にご相談ください。

問い合わせ先

 【北海道後期高齢者医療広域連合】

 　〒０６０－００６２

 　札幌市中央区南２条西１４丁目国保会館６階

 　℡０１１-２９０-５６０１

　【北竜町役場】

  　〒０７８－２５１２

  　雨竜郡北竜町字和１１番地１

  　℡３４－２１１１

　　（資格・給付）　：住民課国保医療係

　　（保険料・減免）：総務課税務係

■対象者

以下①、②のいずれかに該当する被保険者が対象となります。

　①新型コロナウイルス感染症の影響で世帯の主たる生計維持者が死亡または重篤な傷病

　　を負った北海道後期高齢者医療被保険者の方

　②新型コロナウイルス感染症の影響で世帯の主たる生計維持者の事業収入（※）などが

　　減少した北海道後期高齢者医療被保険者の方

　（※）事業収入などが減少した場合の要件（次のすべてに該当した場合、対象となります）

　　①世帯の主たる生計維持者の事業収入等のいずれかの減少額が前年の１０分の３以上

　　　であること

　　②世帯の主たる生計維持者の前年の合計所得金額が１，０００万円以下であること。

　　③世帯の主たる生計維持者の減少することが見込まれる事業収入等に係る所得以外の

　　　前年の所得の合計額が４００万円以下であること。

■減免対象保険料

　①令和４年度分保険料であって、令和４年４月１日から令和５年３月３１日までの間に

　　普通徴収の納期限が設定されている保険料

　②令和３年度分保険料であって、令和３年度末に資格を取得したこと等により令和４年

　　４月１日から令和５年３月 31 日までの間に普通徴収の納期限が設定されている保険料

■申請方法

　北海道後期高齢者医療保険料減免の申請を行う場合は、お住まいの市区町村の後期高齢

　者医療担当窓口にご相談ください。

後期高齢者医療制度のお知らせ
■新型コロナウイルス感染症の影響による減免制度について■
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　運転免許証を自主返納したいが、警察署まで行く手段がないなどの理由で、運転免許証

を返納出来ない方の為に、自宅から沼田警察署までの無料送迎を行います。

○ご自宅から沼田警察署までの送迎を行います。

■無料送迎の申込み

　　希望日の３日前までに役場総務課へ申込みください（℡３４－２１１１）

　　送迎時間については、後日役場からご連絡いたします。

■運転免許証返納後の手続きについて

　　手続きについては、後日役場総務課よりご連絡させていただきます。

　　（申請書提出により、ハイヤー券５０，０００円分を交付。詳しくは次ページ参照。）

■運転免許証返納時における持ち物

　・運転免許証

    ・印鑑

    ・２，４００円（申請手数料と写真代）

    ・写真（縦３センチ×横２．４センチ）１枚

        ※写真を用意できる場合は、写真代は必要ありません。

        ※申請手数料と写真代の領収書は役場での申請に必要となりますので、

　　　  無くさないで下さい。

        ※運転免許証については、返納した時点で失効してしまいます。

■対象者

　　北竜町にお住まいで、運転免許証を自主返納される６５歳以上の方

　　（自主的に返納せず、運転免許証の有効期限が切れて、失効した方は対象外）

■運転免許証返納　無料送迎日

　　毎月２０日　※土日祝日の場合は直前の平日

※送迎については、和ハイヤーを使用

※送迎時間については、午前１０時頃を予定

◎年間スケジュール

 　６月２０日（月）  １１月１８日（金）

 　７月２０日（水）  １２月２０日（火）

 　８月１９日（金）  　１月２０日（金）

 　９月２０日（火）  　２月２０日（月）

 １０月２０日（木）  　３月２０日（月）

高齢者運転免許証返納時における
無料送迎の実施について
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【問い合わせ先】北竜町役場総務課庶務係：℡３４－２１１１

　北竜町では、妊婦の方が町内で安心して生活できるよう、

北竜町妊婦情報事前登録制度「安心出産サポート１１９」を

実施しています。

　この制度は、妊娠中に出産予定日や医療機関などを事前登

録しておくことで、緊急に救急車を利用する必要があると医

師が判断した場合、かかりつけ医療機関へのスムーズな緊急

搬送を実現するものです。町民の方だけではなく、里帰り中

の町外の妊婦さんもご利用いただけます。

～ご不明な点は、役場住民課保健指導係（℡ ３４－２１１１）までお問い合わせ下さい～

北竜町妊婦情報事前登録制度

「安心出産サポート1 1 9」

【緊急を要する場合とは？】

・腹部の激しい痛みや出血がある

・腹部に強い張りがある

・陣痛や破水が始まった

　■対象者

　　・里帰り出産のため一時的に北竜町に滞在する妊婦

　　・北竜町の住民で登録を希望する妊婦

　■登録方法

　　妊婦情報事前登録者届出書を役場住民課保健指導係に提出していただきます。

　　登録した情報は、保健指導係・北竜消防支署・沼田消防支署・深川消防署で管理します。

　　出産予定日から１ヶ月を過ぎた時点で登録は削除します。

　■利用の流れ

　　① 北竜町役場に登録届を提出（妊娠中に病院が変更になった場合は役場へご連絡ください）

　　② 緊急事態が発生した場合、かかりつけ医療機関に連絡・相談

　　③ 医師から「救急車で来て下さい」との指示がある

　　④ １１９番通報し、「安心出産サポート登録者です」と伝える

　　⑤ 救急搬送で病院へ

　　　 ※搬送先は出産予定の医療機関ですが、状態によっては搬送先が変更になる場合もあります。

　　　 ※出産予定病院が変更になった場合はお知らせ下さい。　　　　

■北竜町高齢者運転免許証返納サポート事業

運転免許証を自主返納した６５歳以上の方にハイヤー券を交付します。

○警察署に運転免許証を自主返納した際に、希望者に交付される「運転経歴証明書」を、

申請いただくと、ハイヤー券（５０，０００円分）が交付されます。

○ハイヤー券は和ハイヤーのみで利用できます。（申請人本人が乗車する場合のみ）

○ハイヤー券の有効期間は、３年間です。

里帰り中の妊婦さん・ご家族へ
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おとなの風しん抗体検査・

風しんワクチン接種費用助成について

■風しん追加対策事業（第５期予防接種）実施期間延長について

　昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日生まれの男性を対象に、平成３１年４月より風

しん抗体検査と予防接種を実施していましたが、令和４年度以降も実施期間が延長されました。

　対象の男性で、まだ抗体検査、または予防接種を受けていない方には、令和４年５月に町よ

り新たにクーポン券を送付しています。

　クーポン券が届いた方は、まずは抗体検査を受けましょう！　そして風しんの抗体が不十分

であった場合は、予防接種を受けましょう！

■先天性風しん症候群予防のためのワクチン費用助成について

　産まれてくる赤ちゃんの先天性風しん症候群を予防するため、北海道では風しん抗体検査費

用、北竜町では風しんワクチンの接種費用を左記のとおり助成しています。対象の方はご活用

下さい。

　免疫のない女性が妊娠初期に風疹に罹患すると、風しんウイルスが胎児に感染

し、出生児に先天性風疹症候群と総称される、心疾患や白内障などの障がいを引

き起こすことがあります。予防接種を受け、妊婦の風しん罹患を予防しましょう。

【先天性風しん症候群とは】

■１１日と２６日は
　　　入浴料半額サービス！
　　　　　ご来館お待ちしております！

■ひまわり割実施中！

　　１泊２食：１０，０００円 → ５，０００円
　　　　　　　１２，０００円 → ７，０００円

　　数量限定・好評発売中！　１室１名でも２名でも同価格

※新型コロナウイルスの影響により、ひまわり割・各種イベントの実施が変更される場合があります。

【サンフラワーパーク北竜温泉　℡３４－３３２１】
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事業名

風しん追加的対策 先天性風しん症候群予防

風しん抗体検査・

第５期予防接種

北海道

風しん抗体検査事業

北竜町

風しんワクチン接種料金

助成

対象者

昭和３７年４月２日～昭和

５４年４月１日生まれの男性

で、令和４年５月に町よりクー

ポン券の送付があった方（今

まで抗体検査を受けていない

方）

※令和４年度からは、新たに

配布したクーポン券をご使用

下さい。令和３年４月に配布

したクーポンは使用できませ

ん。

妊娠を希望する出産経験のな

い女性、風しん抗体価が低い

妊婦の配偶者並びに同居者等

の条件あり

※詳細は『北海道風しん抗体

検査事業』で検索するか、右記

ＱＲコードを

読み込んで下さい。

１９歳以上

５０歳未満の方で、

・妊娠を希望している

 既婚女性またはその配偶者

・妊婦の配偶者

ただし、風しん追加的対策対象の男性を除く

（左記の対象者はクーポン券を利用して抗体検査・予防接種を

 受けて下さい。）

助成内容

・風しん抗体検査費用助成

・抗体陰性だった方に、

 風しん予防接種 (ＭＲワク

 チン費用助成 )

風しん抗体検査費用助成

 ＥＩＡ法：６，７５０円

 ＨＩ法　：５，４８０円 

 を限度として助成。

（どちらかの検査１回のみ）

風しん予防接種費用助成

①風しんワクチン

②麻しん風しん混合ワクチン

どちらかを１回に限り全額

助成

※一旦医療機関で費用をお支払いした後に、償還払いでの助成

となります。

実施期間

【抗体検査】

令和４年５月１日～

令和５年２月２８日まで

【予防接種】

令和４年５月１日～

令和５年３月３１日まで

令和４年４月１日～

令和５年３月２０日まで

※申請書類提出期限は

令和５年３月２０日（必着）

通年実施しています

助成方法

希望する医療・健診機関で、

事前に検査等の実施を確認の

上、クーポン券を持参して抗

体検査または予防接種を受け

て下さい（無料）。

※令和４年５月以降に転入さ

れた方や、クーポン券が届い

ていない方はご連絡ください。

協力医療機関で抗体検査を受

けた後に、深川保健所に申請

をしてください。

※申請方法については、北海

道ホームページをご覧いただ

くか、深川保健所までお問い

合わせください。

ワクチン接種後、領収書、振

込先口座、印鑑を持参の上、

住民課窓口にて申請をしてく

ださい。

問合せ先
役場住民課保健指導係

℡３４－２１１１

深川保健所

 ℡２２－１４２１

役場住民課保健指導係

 ℡３４－２１１１
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　町では、エゾシカによる農作物の被害対策として「くくり罠」を導入し、罠の貸し出しを行っております。

「自分の農地は自ら守る」ことを合い言葉に、町内各地区において「くくり罠」を設置してエゾシカの

駆除にあたっております。

　本年度、最初の狩猟試験予備講習及び狩猟試験が次の日程で実施されますのでお知らせいたします。

●狩猟試験予備講習

　日　時　７月３１日（日）午前９時～午後４時３０分

　受　付　６月１６日（木）～７月２１日（木）

　会　場　岩見沢市民会館まなみ～る　多目的室①②③

　受講料　第１種又は第２種：１１,０００円（テキスト代込み）

　　　　　網：８，２５０円　　　わな：８，２５０円　　　網及びわな：１１，０００円

　　　　　第１種または第２種と同時に網、又はわなを受講する場合：１３,７５０円

　　　　　第１種または第２種と同時に網、及びわなを受講する場合：１６,５００円

　定　数　全講習種別合計で４０名

●狩猟試験

　日　時　８月７日（日）午前９時～

　受　付　６月２２日（水）～７月２２日（金）

　会　場　空知総合振興局（岩見沢市）

　定　数　全講習種別合計で４０名

※「わな狩猟免許」を取得される方には、受講料などの助成制度があります。

■問い合わせ先　【役場産業課商工ひまわり観光・林務係】
　　　　　　　　　℡３４－２１１１

　　　　　　　　【空知猟政協議会】
　　　　　　　　　℡０１２６－２４－１１１１

～ 有害鳥獣から自分の農地を守りましょう ～

わな狩猟免許を
お持ちの方へ

　昨年同様、「くくり罠」「箱

わな」の貸し出しを行ってお

ります。罠の貸し出しが必

要な方は印鑑をご持参の上、

役場産業課商工ひまわり観

光・林務係にて貸し出しの

手続きを行ってください。

　本年も、地球温暖化防止を目的に省エネルギー及び節電対策の一環

として、クールビズを実施いたします。

　実施期間における職員の服装は、ノーネクタイ、ノージャケット等

の軽装での勤務を奨励しております。また、節電対策として、事務所

内の照明の一部消灯、間引き等も実施し、電力消費量の削減を図ります。

　来庁の際は、ぜひ軽装にてお越しくださいますよう、皆様のご理解

とご協力をお願い申し上げます。

実施期間 ： 令和４年５月２３日 ～ ９月３０日

北竜町クールビズ実施のご案内

～ノーネクタイ・ノージャケットで失礼いたします～
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令和３年度中山間地域等直接支払交付金内訳

【用語解説】

　　急    傾    斜　　田で距離２０ｍで１ｍ以上の傾斜地、交付金額は１０ａ当たり２１,０００円

　　緩    傾    斜　　田で距離２０ｍで１ｍ以下から距離１００ｍで高さ１ｍまでの傾斜地、 

　　　　　　　　　　　交付金額は１０ａ当たり８,０００円

　　地域共同取組分　　地域で農業生産性にかかわる共同作業(水路農道草刈等)経費や多面的機能を

　　　　　　　　　　　増進する経費に使用する交付金(交付額の約５０％）

　　農地管理者分　　農地の管理面積に応じて農業者個人に支払われる交付金(交付額の約５０％）

集落協定名

協定参加者数 対象農地　田
交付総額

交付金使用方法

計 農業者 合計 急傾斜 緩傾斜 農地管理者分 地域共同取組分

（人） （人） （㎡） （㎡） （㎡） （円） （円） （円）

北竜中山間地区 137 137 13,284,153 557,405 12,726,748 113,519,489 56,759,749 56,759,740 

碧　　水 19 19 1,952,679 196,225 1,756,454 18,172,357 9,086,179 9,086,178 

岩　　村 23 23 1,697,403 89,349 1,608,054 14,740,761 7,370,382 7,370,379 

美 葉 牛 21 21 3,796,541 57,760 3,738,781 31,123,208 15,561,605 15,561,603 

古    作 10 10 196,669 196,669 1,573,352 786,676 786,676 

板    谷 21 21 1,184,379 52,259 1,132,120 10,154,399 5,077,200 5,077,199 

西    川 9 9 937,082 88,456 848,626 8,646,584 4,323,293 4,323,291 

和 14 14 80,781 29,404 51,377 1,028,500 514,250 514,250 

三    谷 9 9 1,114,520 43,952 1,070,568 9,487,536 4,743,768 4,743,768 

恵　　竜 11 11 2,324,099 2,324,099 18,592,792 9,296,396 9,296,396 

北 竜 土 地 改 良 区

区　　　　域 担　当　者

竜西・恵岱別 ・三谷
小野　剛良

瑞穂

１９区・和・培本社

田中　富雄渭の津・小豆沢

西川・板谷・板谷川端

中の岱・共栄・碧水

石川　靖古作・一の沢・岩村

美葉牛１・美葉牛２

■臨時水路監視人の管理担当区域について
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北空知広域水道企業団からのお知らせ
　北空知広域水道企業団は、深川市、沼田町、秩父別町、北竜町、妹背牛町に水道用水を供給

する一部事務組合です。企業団では毎年、条例に基づき財政の状況を公表しています。

　今回は、令和３年度の事業と経理の内容、令和４年度の事業計画と予算の概要についてお知

らせします。

　令和２年度の年間水道用水供給実績は３，０８７，７３８㎥ ( １日平均８，４６０㎥ )

となり、前年度と比較して６１，３４７㎥ ( １日平均１６８㎥ )減少しました。

　令和４年度の年間予定供給量は、３，０５０，０００㎥ (1日平均８，３５６㎥ )とし、

施設運転・保守管理を中心とした収益的収支と、施設・設備の更新を中心とした資本的収

支の予算額は下表のとおりです。

■令和３年度の事業と経理の概要・
　令和４年度の事業計画と予算の概要について

　■問い合わせ先

　〒０７８－２２２２

  沼田町字沼田１２４８番地の１

　北空知広域水道企業団

　TEL ３５－１８７８

  FAX ３５－２７８２

　ホームページをご覧ください。

　http://www.kitasorasui.or.jp/　
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　　　北竜町無火災期間  （令和４年５月２０日現在）
　　　　　　 第１分団区域　　　　　６７７日間
　　　　　　 第２分団区域　　　 ２，０７２日間

 令和４年深川地区消防組合管内火災発生件数　　　　５件
　 内訳　北　竜　０件　　深　川　３件　　妹背牛　１件
　　　　 秩父別　０件　　沼　田　１件

スプレー缶の  
   処分方法について

　日常生活において様々な場面で使用されているスプレー缶（殺虫剤、消臭剤、整髪料など）や

カセットボンベですが、取り扱い方法を誤ると破裂するなど、ケガや火災の原因となることもあ

りますので、次のことに注意し正しい方法で処分しましょう。

① スプレー缶やカセットボンベには、可燃性ガスが含まれているので、ガスコンロやストーブ、

　 ロウソクなど火気のないところで使用しましょう。

② 保管場所は、火気がなく直射日光があたらないところで保管するようにしましょう。

③ これからの季節は、気温が高くなります。炎天下のなか車内にスプレー缶などを放置していると

　 熱せられ破裂する恐れがありますので、車に置かないようにしましょう。

○正しい処分の方法

○事故を防ぐポイント

令和４年度 北竜消防演習について

① 缶の中身は使いきり空にする。

② 中身が残っている場合は、火気のない風通しの良い屋外でガス抜きをする。

③ ゴミ収集カレンダーで決められた「燃えないゴミ」の日に指定ゴミ袋に入れて処分する。

※ 北竜町では、スプレー缶やカセットボンベを処分する際、穴をあける必要はありません。

　令和４年６月２９日（水）午後２時３０分より、役場北側駐車場で開催いたします。

なお、模擬火災訓練時にサイレンを鳴らしますので、火災とお間違えのないようにお願いいたします。

北竜支署の「大型水槽車」を更新！

　令和４年３月８日より新しい｢大型水槽車｣

の運用が開始されました。

　この車両は、火災現場に消火水を運ぶため、

１０，０００リットルの水を積載しています。

また、大規模災害発生時に避難所などで給水

活動が行えるよう蛇口配管も備えています。
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に
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。
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診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．２８６

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
　６月３日(金)は終日休診となります。また６月８日(水)は浦本先生が
深川市において午後１時３０分より介護認定審査会に出席のため、午後
から休診となります。

いざという時
とき
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北竜町教育委員会

※新型コロナウイルスの影響により掲載した行事や、施設の開館状況が変更される場合があります。

　今年度６月より、「子ども１１０番の家」がリニュー

アルします。

　準備が出来次第、各商工会員、事業所、通学路付

近の一般家庭の皆様方に、各関係職員が趣旨説明を

含め当写真の掲示物を持参し、ご依頼に参りますので、

ぜひ、ご協力いただきますようお願いいたします。

（皆さんで、子どもが安全に登下校できる町作りを！）

子ども１１０番の家をリニューアル

図書館から新刊のお知らせ
「マスカレード・ゲーム」 … 東野 圭吾

「夏の体温」 … 瀬尾 まいこ

「シェア」 … 真理 幸子

他、多数の新刊が入りました。
くわしくは今月発行の「図書館だより」をご覧ください。

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

４日（土）真竜小学校運動会 真小グラウンド

９日（木）ひまわり大学6月講座 公民館大ホール 10:00～

13日（月）
爽やかラジオ体操会
（～9月9日）

公民館前 6:30～

18日（土）
子どもと高齢者の
ふれあい事業

公民館
大ホール

19日（日）北竜町教育長杯 ひまわりＰＧ場 8:30～

29日（水）
北竜中学校中体連
北空知大会（～３０日）

北空知管内

６月の生涯学習カレンダー

ＮＰＯひまわりから小・中学校に
融雪剤散布の地域貢献活動

　ＮＰＯひまわり（越田光行代表）１５周年記念事

業の地域貢献活動として３月１８日、真竜小学校と

北竜中学校のグラウンドに融雪剤散布を実施してい

ただきました。

　４月１３日には役場にて、地域貢献に対する感謝

として町から感謝状が贈呈され、ＮＰＯひまわりの

藤信清彦さんが受け取られました。

北竜町１３０年記念「夏期巡回ラジオ
体操・みんなの体操会」開催決定

　８月８日、月曜日、午前６時より北竜町ひまわり

の里にて、北竜町１３０年記念事業の一環として「夏

期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」を開催致します。

　この体操会は、株式会社かんぽ生命保険・ＮＨＫ・

ＮＰО法人全国ラジオ体操連盟の主催で全国４２会

場にて実施され、当日は、ＮＨＫラジオ第１で全国

生放送が予定されています。

　子供から大人まで、どなたでも参加できますので、

ご家族、ご友人とお誘いあわせの上、是非ご参加下

さい。尚、参加申込み等の詳細は、今月お配りしま

したチラシをご覧下さい。
　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

6月 6・13・20・27日（毎週月曜日）
6月13～20日は蔵書点検により休館

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00
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　下記の日程でマイナンバーカード関連手続きの窓口を開設しますので、ぜひ、ご利用ください。

必要書類については、手続きにより異なりますので、事前にお電話でお問い合わせください。

※時間外窓口では転入・転居・転出などの住所の異動、印鑑登録、証明発行業務等は行いませ

んのでご注意ください。

マイナンバーカード交付推進事業について

●マイナンバーカードの時間外窓口開設のお知らせ

●マイナンバーカード所有者に５，０００円分の商品券を配布します！

【日時】６月２０日（月）～ 午後７時　　　【場所】すこやかセンター住民課窓口

■問い合わせ先：℡３４－２１１１（役場住民課戸籍年金係）
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和
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４
月
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た
く
さ
ん
食
べ
て
大
き
く
な
っ
て
ね
。

　北竜町では、マイナンバーカードの普及促進と新型コロナウイルス感染症の影響を受けた地域経

済の活性化を目的として、マイナンバーカードを既にお持ちの方や対象期間中に新規取得された方

に、北竜町商工会が発行する商品券を１人につき５，０００円分配布します。

　この機会にぜひ、マイナンバーカードを取得しましょう！

※マイナンバーカードの交付には申請から１～２ヶ月程度の日数がかかりますので、ご注意願います。

対象者 配布方法

令和４年５月１日時点で北竜町に住民登録があ
り、マイナンバーカードを既にお持ちの方（カー
ドが失効している場合を除きます。）

ご本人宛に郵便で順次発送中です。（商品券の交
付を受けるための申請は不要です。）

令和４年度中にマイナンバーカードを申請し、令
和５年３月３１日までに交付を受けた方

マイナンバーカードの交付の際に窓口でお渡し、
またはカードの郵送の際に同封します

他の市区町村で取得し、令和５年３月３１日まで
に北竜町に転入届をした方

マイナンバーカードの「継続利用」手続き完了後、
お渡しします。


